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ぴ に使 用 ア ル コt-'ルの水 素 イオ ン濃 度 の影 響 を し らべ,叉 ア ル ブ ミンの 添 加 に就 て その必 要 量

を吟 味 した.

 (イ) タ ン ニ ン添 加 時 のpllに 就 て:酸 性 にな るに つ れ て牧 量 は 減 少 す るが,力 贋 が それ に

逆 比 例 して増 大 す るた め に局 方 品 の牧 量 は殆 ん どpllに 關 係 無 く同 程 度 で あ る.但 し此 の 場 合

pHの 低 い 方 が 沈 澱 が 沈 下 しや す く,叉 純 粋 な製 品 が得 られ る.

 (ロ)ア ル ブ ミン添 加 量 に就 て:酵 素 液50cc當 り1.3%ア ル ブ ミ ン溶 液1.5～3.O ccで 充 分 な

る事 が 結 論 され たが,然 し此 の量 は麹 の 性 質,浸 出 の 方 法 等 に よ り異 る事 と思 う.

 (ハ)使 用 ア ル コ"ルpllに 就 て:ア ル ゴール のpHが 低 くな るに つ れ て牧 量 は減 少 す るが

力 債 は 増 加 す る.結 局,局 方 品牧 量 は ほ ぼ同 じで あ る.唯 僅 か で あ るがpHが 高 くな る につ れ

て増 加 す る傾 向 が 認 め られ る.

 (二)以 上 の如 く麩 麹 の 場合 には 萎芽 の時 と異 つ て ヂ ア ス タ ーゼ が 耐 酸 性 で あ るた め,局 方

品 の牧 量 に 封 す るpllの 影 響 は 殆 ん ど認 め られす,萎 芽 とは逆 にpllの 低 い庭 理 の 方 が製 品 の

純 度 等 の上 か ら見 て適 當 と考 え られ る。
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           桑 條 酸 糖 化 液 の 酵 母 培 養
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 桑 條 の 酸 糖 化 に就 て は 既 に敏 回 に亘 つ て 報告り した所 で あ るが,今 度 は此 の酸 糖化 液 を酵 母

製 造 の培 養 液 と して使 用 しよ うと試 み た.木 材 の酸 糖{ヒ液 を使 用 す る酵 母 の培 養 に關 して は,

H.Fink, R. L?chner等2}に 依 て 詳 細 に研 究 が行 われ て い る.著 者 は桑 條 のStholler法 に 依

る酸 糖 化液 を酵 母 培 義 液 と して 使 川 す る場 合 の同 化 性 糖 量,阻 害 物 質 の 有無,接 何酵 縁 量,糖

濃 度,榮 養 介 の添 加贈:に 就 て研 究 した糸1㌃果 を 報告 せAと す る.

 1.實 験 方 法  (1)培 養 後 第1報i)に 於 け る桑 條 踏 化液(糧 元 糖1.り39!10,c.c.,ベ ン1・

一ズ053,全 窒 素O.03)に 榮 養 分 としてRcader氏 増 養 液 の榮 養 分・)培養 液100c.c.中(NH∂2

SO{ o.69, KII21,040.2, K211PO.1 O.032・NaCl O.1,'Ca(NO3)20.08, MgSO40.14・ オ リザ;

ン エ キ ス0.025c.c.)を 添 加 した もの で あ る,(2)使 用酵 母 はTorula utilisで あ る.(3)培 養

方 法 及 び酵 母牧 量 ω 測 定 は 第2報bに 於 け る と同 様 で あ る.

 ll.糖 化液 中の 同 化 性 糖 量 及 阻 害 物質 の 有無  培 養 液 の 穂含 彙 及酵 母 牧i}ll:はil'Y 1表 の 如 く

で あ る.接 種 酵i母jll:は同 ・一一培 ゴ箋液 ノト量 と委〔芽 牛:li{1との混 合 液 に30℃,24時 聞 培 養 した もの100

rn:Hr/lOOc.c.の割合・で あ る.培 養 時間48時 開.
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                第    1   表                  '

   試験番號羅 離 舗 劉 囎 量隔 饗融 酵母量躍 篇 崖離鍛毎
        9/100cc g/100cc 9/100cc l  %mg/loocc  %;  %     1      

1.005       0      0.200  1  80.51     303      37.64  1   84

     2]LOO5 00ユ92180.8929936.781-

     1響1:91g響 陣1認 翻=
 桑條酵糖化液中の糖分 は他の木材糖化液 と同程度に酵母に依つて同化せ られ,同 化性糖の割

合は醸酵性糖の夫 より約10%上 廻つてい る.之 は糖化液中のペントーズが同化 された事を示す

ものである.(術此のペントーズ同化に關する研究は後月報告する).次に添加 した葡萄糖は殆 ど

漕費 されてい る事か ら,糖 化液中に特に阻害物質あるとは考えられない.

 H.酵 母接種量の影饗  接種酵母量を,(i)21mg/loocc,(ii)63/100 cc,(i i)126/100c}

の3種 とし,試 験結果は第2表 の如 くである.

                第    2   表

    試験番號 淺 糖 量  塘 消 費 率  酵 母 量 浩費糖に醤する羅母
          g/100cc           %           mg/100cc           %

  培 養 蒔 間.(i)(ii)(iii)(i)(ii)(iii)(i)(ii)(iii)(i)(ii)(iii)

     0    「1.005 LOO5 1.005   -    一    一     21  63   126    -    一    一

     610.7380.7010.547-一 一769818】L-一 一

    12 1 O.Si7 O.4460.374. _ - 15318122131.78.32.3835.02

    18     10.356 0.301 0.255   -    一    一    228  252  282   35.51 35.79 37.60

    24    iO.2700.259 0.226   -    一    一    262  28〔)  302   35.64 3Z ss 38.76

    48 i O・211 O・1950・19679・01 80・5981・0929831230937・53 38・5237・91

 接 種 酵 母 量 は 其 繁 殖 速 度 に 影 響 が あ るが,最 絡 酵 母 牧 量 に は 殆 ど 關 係 が な い 事 を 知 る.工 業

的 に は(ii)の 場 合 が 最 良 と認 め られ る.

 皿.糖 濃 度 の 影 饗  培 養 液 の 糖 濃 度 を,(i)1.51091100cc,(ii)1.oo5/1Go,(iii)o.755/100

の3種 と し,接 種 酵 母 最60mgllooccと し,試 験 結 果 は 第3表 の 加 くで あ る.

                第    3   表

   ＼騨 町㌻耀匙 遊越 色 監・擢 璽轡 備
  培養輌 ＼1(?!ii)(lii)(i)(ii)(iii)(i)㊥(iii)(i)(ii)(iii)   

   

   

   

   

   

 糖濃度の高い程酵母の繁殖遅 く溝費糖に封する酵母牧量は少いが,糖 濃度の低い程繁殖 早く

牧量多い.酵 母牧量の黙か ら云えば(ii)の場合が有利と考 えらる.
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                第   4   表

  蔭糠 臨 賑 姻 糊 すニコ鑑コ 鑑 互些]二 ㌦ニ ー
  叢m塑00㏄,謁 稀誘cmg/100ec⊆親4髪 藷0,駕li欝10謙c藷0、駕L賢1〔}奮親 離0,蕪1轟 、、紘

  1     5      21    100    10    0.5〔)1    145    0.336 1  250    0.28{} }  264                           
- l         I

  l l 繕 1器 認 灘 i;ll:1;別llll:器 別 器1;  
45 、44。 。 、。 。.、,、、7、 。288128,。25、1282

                                                    

  5 5 1()5 500 5〔}IO・473 1780.272}2h6}O・2571281

    憐酸源 としてKH2PO4を 糖 にi錯して2%添 加す.

                第   5   表

試験番號舗 題 欝 驚 撫すi叢
即樺

    懇1冑}1:il騰 縷,薫
                ヒ                                       

    `t'一'40 : 4 10.2621281) ・・23:目 2り2

    窒 素源 と しT(NH4)2SOtを 糖 に封 し て30%添 加 す.

 V・(NHの2 SOヂ 及KHt・PO・1・ 添 加 の 影響 桑 條酸 糖 化 液 は窒 素 源,燐 酸 源 が 少 いか ら

之 を補 充 す る必 要 が あ る.著 者 はReader氏 堀 養 液 中の(-N. II,1)2t50.1.及 びKH2P砺 の 含 量

を第4,5表 の如 く攣 化 して堀 養 を行 い 比較 試験 した・ 糖 濃 度1.CO59/100cc,接 腫酵 母 量70

ing/10Jcc.

 糖 に封 す る(NHD2Sσ1添 加 量 が20～50%に 於 ては 糖 漕 費 量 及 び 酵 母 牧 量 に大 栄 な い が,10

%で は や や減 少 を見 る.KH2PO、1添 加:;};:カ:0.5～4%に 於 て は大 葉 は見 られ な い.工 業 的 見地

か ら糖 に 封 して(NJI.t)2St)、t lよ30%, KH21)04は2%添 加 が適 當 と思 われ る.

 1)京 大化研講演集,15,16,17,18巻,43,昭 和24。

2) Bioehetn. Z.28(1935);71:35(1936);28(1938).

              (日召和2墨6ト7月711'受 」里)

       30.禾 穀 類 の ビ タ ミ ン1Siの 生 成 機 構 こ

           そ の 活 用 に 就 い て

               近 藤金 助,浦 田久輝,岩 井和 夫

 分藥,穂 孕,出 穗,開 花,乳 熟 黄黙,完 熟 赫熟の各‡臨 こ亘 り水稲の喋部穂嗜祁董部の 斯

を定量 した結 果,1947,1948の 爾年を通 じて葉のBiは9月 下旬～10月.1殉(乳 熟,黄 熟期)に

最高に達 し,而 もその形態は結合型Blが%を 占めてい ることを知つた.之 に封し穗のBコ は
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